
令和５年10月

【訪問看護ステーションの経営・管理】

未就業～
６か月

６か月～
1年

１～３年 ３年以上
３年以上
（管理者）

Ⅰ（新人） Ⅱ（初級） Ⅲ（中級） Ⅳ（上級） Ⅴ（上級）

訪問看護ステーションの安定した経営・運営を実践
するための要点を学び、自己の管理実践に活用す
る

各50 主任・管理者
①4/22
②5/20
③6/3

A

制度活用管理者研修会　☆
訪問看護制度についてのマニュアルを活用し、現
行制度の理解を深め適切な訪問看護ステーション
運営が行える管理者を育成する。

150

神奈川県内の訪問看護
ステーションの管理者等
（管理者と同行参加のみ
請求担当の事務職員）
（ 次期管理者候補を含
む）

6/17 B

初任管理者及び管理者フォローアップ研修会　☆

初任管理者が、日常業務において直面する課題の
抽出や解決方法について学び、自信を持
って訪問看護ステーションの運営にあたることがで
きるようにする。

各50

神奈川県内の訪問看護
ステーションで就任後、
約３年未満の管理者等
（ 次期管理者候補を含
む）

8/26
10/7

B

管理者スキルアップ研修会  　☆
『訪問看護師指導・育成』ができる。
世の中の変化に柔軟に対応し、安定したステーショ
ン運営のための技術を身につける。

40
神奈川県内の訪問看護
ステーションの管理者等
(管理者経験約３年以上)

12/2 B

訪問看護の管理者が自らの事業所を振り返り、快
適な職場環境の提供でスタッフのモチベーションを
高め、離職防止を図れるよう管理体制の見直しが
できる。

訪問看護ステーションの
管理者・事務職

9/21 C

横浜市内の訪問看護事業所の新任管理者および
開設予定の管理者に向け、円滑な訪問看護事業
の運営に向け管理者の人材育成・就労継続を支援
する。

訪問看護ステーションの
新任管理者

6/15 C

訪問看護業務において注意すべき点　　交通事故
発生の現状と影響・責任　　頻出事故形態に対す
る事故防止法　　「上手い運転」とは何か

訪問看護ステーションの
管理者

5/25 B

在宅酸素・人工呼吸器等について、災害時にメー
カーはどのような体制を備えているか、訪問看護師
との連携について、実例と共に学ぶ。

訪問看護ステーションの
管理者

9/7 B

自分とスタッフを守るため、クレームやハラスメント
にどう対処するか。知識と心構えの基本を学ぶ。

訪問看護ステーションの
管理者

11/14 B

【専門分野研修】

地域包括ケアに関する研修

医療機関・訪問看護ST・介護保険施設等の看護職
員が、互いの看護の動向や専門性を理解し、地域
医療連携の推進を図る。

各50 県内看護職
①7/26～9/27

②R6.1/11～2/29
A

訪問看護展開に必要な
知識技術研修

教育支援ｽﾃｰｼｮﾝに直接
問合せ

※1

令和５年度　神奈川県における訪問看護研修・講演会・シンポジウム等一覧

研修名 目的・目標
定員
(人)

対象者
受講条件等

開催日
実施
団体

（参考）受講者の訪問看護就業期間（※目安としてご参照ください）

管
理
者
研
修

訪問看護ステーション管理者研修会　①訪問看護におけ
るカスタマーハラスメント対策　②初めてのBCP　③訪問
看護ステーションの運営管理を可視化する（全てハイブ
リッド開催）

訪
問
看
護
管
理
者
研
修

労務管理

新任管理者研修

安全運転研修会

災害・感染対策研修会～災害時の医療機器の管理

訪問看護と法律について

訪問看護ST・医療機関等の看護職員相互研修

訪問看護ステーション研修事業費補助事業
教育支援ステーション事業　☆



訪問看護師に必要なコミュニケーションスキルの向
上を図り、利用者・家族及び連携機関に対し自信
をもって対応でき、離職防止につなげることができ
る。

中堅看護師 1/26 C

看護師のリーダー役割について及び、自信をもっ
て役割を担うことができるよう知識や方法について
を学び、離職防止につなげることができる。

中堅看護師 10/24 C

訪問看護制度を学び、スムーズな訪問看護業務を
図る

新人・中堅 6/27・11月頃 C

介護保険制度を学び、多職種とのスムーズな連携
を図る

新人・中堅 7/5・11月頃 C

新任・中堅の質の向上、モチベーションを高め、離
職防止を目指す

新人・中堅 6/30・12月頃 C

各50 新人・中堅

　　　①7/22
　　　②12/16
　　　③R6.1/20
　　　④R6.2/17
　　⑤R6.2/3・2/4

A

医療処置別の
知識技術研修

教育支援ｽﾃｰｼｮﾝに直接
問合せ

※1

実際の医療機器に触れて基本の知識を学んでいく 新人・中堅 7/10・1/18 C

対象別の
知識技術研修

教育支援ｽﾃｰｼｮﾝに直接
問合せ

※1

精神科訪問看護に関する基本的知識・技術を習得
し、算定要件を満たす訪問看護師を育成する。

50 訪問看護従事者 6/17・6/24・7/8 A

精神科訪問看護に関する基本的知識・技術を習得
し、算定要件を満たす訪問看護師を育成する。

40 訪問看護従事者 8/3・8/10・8/17 D

疾病や障害を持つ小児および家族に対して、地域
での生活を支える看護活動に必要な知識、技術の
向上を図り、質の高い看護の提供に資する。

60
小児看護に関心がある
看護職

8/23～10/27
（全11日間）

A

重度重複障がい児者への理解を深め、専門的技
術を習得する。

60 小児に関わる看護職 11/11 A

【訪問看護基礎研修】

訪問看護を開始する看護師等が、訪問看護に必要
な基本的知識・技術を修得する。

50
訪問看護を始める者、ま
たは従事者

5/31～11/22 A

目的・目標：訪問看護に必要な知識・技術を習得す
る。講座単位でも受講可

各30
・訪問看護を始める看護
職者及び従事者
･その他希望する看護職

9/7～11/16 D

診療報酬算定要件研修会
精神科訪問看護基本療養費算定研修会

訪問看護スタッフ研修　「コミュニケーションについて」

訪問看護スタッフ研修　「リーダーの役割について」

訪問看護制度

訪問看護と介護保険

フィジカルアセスメント

訪問看護現任者研修　①判断力トレーニング　②精神科訪問
看護の実践　③報酬制度　④フットケア　⑤高齢者終末期エル
ネックJG　（①～④ハイブリッド開催）

訪問看護ステーション研修事業費補助事業
教育支援ステーション事業　☆

医療機器（PEG・ポート・HOT)

訪問看護ステーション研修事業費補助事業
教育支援ステーション事業　☆

診療報酬算定要件研修会
精神科訪問看護基本療養費算定研修会

小児訪問看護・重症障害児者看護研修会　★

重症心身障害児者への対応技術(気管切開時のケア）★

訪問看護師養成講習会　☆

訪問看護師養成講習会・地域及び在宅における看護支援研
修



訪問看護の実際を知り、就労にむけての動機づけ
の機会とする。

各30
訪問看護に就業したい看
護職

  ①6/7・6/8
  ②7/19・7/20
  ③9/13・9/14
  ④11/15・11/16
  ⑤R6.1/17・1/18

A

　

育成プログラムの活用を通じて新任訪問看護師の
定着を実感する。　　　県内のどのステーションにお
いても教育ができる体制を整える。 新任訪問看
護師同士や指導者同士の横の繋がりを支援する。
より有効な地域資源の活用を実現するための教育
体制の確立を支援する。

200
新任訪問看護師を育成し
ようとするステーションス
タッフ

7/15
9/16
11/25

B

　

【その他の研修】

NICUの医療現場の状況を意識する契機となる。 500 看護学生 A

訪問看護ステーションに
勤務する看護師

※2

要推薦　※3 ※3

【講演会・シンポジウム等】

在宅医療、訪問看護の普及啓発 300
県民、訪問看護に関心の
ある看護職

10/7 A

訪問看護が直面している課題をつぶさに学び、
次の一歩を考える。

訪問看護ステーションに
勤務する職員

5/20
10/21

B

訪問看護管理者・事務職員としての知識、理解を
深め質の高い訪問看護事業の展開を行う

管理者・事務職員 6/29 C

地域の看護職との交流
会員

病院看護師
11/8 C

訪問看護の理解を深め、訪問看護の雇用確保・促
進を図る

50 未就業者 9/9・12/23 C

訪問看護実践を共有し、質の高い訪問看護サービ
スについて考える

会員
病院看護師他

3/2 C

点線の矢印は、キャリアラダーにも関連する研修

☆ 神奈川県医療課所管事業
★ 神奈川県医療課以外の県所管課事業
Ａ 神奈川県看護協会の研修　　
Ｂ 神奈川県訪問看護ステーション協議会の研修
Ｃ 横浜在宅看護協議会の研修
Ｄ 川崎市看護協会の研修

令和5年度協議会テーマ研修
訪問看護とＳＤＧｓ ～在宅療養生活が将来にわたって持続可
能であるために、訪問看護には何が必要かを考えよう～

訪問看護入門研修　☆

新任訪問看護師育成　人材育成全体研修

重症心身障害児の理解（がんばれ小さき命たちよ～NICUの医
療現場）　★

特定行為研修　※2

訪問看護ハイレベル人材養成研修会
（訪問看護講師人材養成研修会）

訪問看護フェスティバル
講演会

※3　厚生労働省が実施している「在宅医療講師人材養成研修会(高齢者を対象とした在宅医療、小児を対象とした在宅医療、訪問看護)」の1つ。全国訪問看護事業協会が受託し実施している。県からの推薦で参加できる。

訪問看護管理運営研修「診療報酬及び加算について」

看護職交流会

訪問看護セミナー（基礎・事例）

訪問看護事例研究発表会（5～6事例）

※1　教育支援ｽﾃｰｼｮﾝ事業は、県内の医療圏において、地域の訪問看護師の知識技術の向上を目的とする研修。研修内容は各地域で異なる。（教育支援ｽﾃｰｼｮﾝの研修計画へ）

※2　特定行為研修は、神奈川県内の19施設のほか、全国の医療機関等で受講できる。県では、訪問看護ステーションに勤務する看護師が特定行為研修を受講する際に事業者が当該看護師に支払った経費の一部を補助している（R3年度～）


